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大
嚴
寺
原
牧
場
十
繍

牛・たばこ・養蚕

　
草
地
造
成
改
良

事
業
と
し
て
着
手

さ
れ
た
大
厳
寺
原

開
拓
は
僻
地
東
頸

城
の
新
し
い
指
標

と
し
て
脚
光
を
あ

び
て
い
る
が
、
第
・

二
年
次
（
昭
和
三

十
七
年
）
は
去
る

七
月
二
十
五
日
か

ら
九
月
五
日
ま
で
に
七
町
歩
の

抜
根
整
理
を
終
え
九
月
中
に
種

ま
き
を
終
え
る
。

　
こ
れ
で
昨
年
の
開
拓
面
積
五

町
歩
と
併
せ
て
牧
野
面
積
は
十

二
町
歩
と
な
つ
た
。

　
標
高
六
百
五
十
メ
ー
ト
ル
、

す
ぐ
近
く
に
水
面
五
ヘ
ク
タ
ー

ル
の
温
水
溜
池
が
あ
り
、
見
は

ら
し
も
よ
く
格
恰
の
キ
ヤ
ン
ブ

地
で
も
あ
る
。

　
今
夏
は
毎
日
の
よ
う
に
キ
ヤ

・
旨
マ

壱
ム
Y
含
…
リ
マ
，
ヤ
‘
画
魯
‘
三
§
一
．
。
も
，
も
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
（

ン
パ
ー
が
訪
れ
、
将
来
は
観
光

地
と
し
て
も
大
い
に
期
待
で
き

る
と
山
小
屋
で
滝
沢
兼
松
さ
ん

（
憂
）
は
張
切
つ
て
い
る
Q

貸
付
牛
四
十
頭

松
里
へ

　
寒
冷
地
営
農
改
善
貸
付
牛
四

　
　
タ
、
バ
コ

　
山
間
地
の
産
業
に
タ
バ
コ
を

と
専
売
公
社
は
春
以
来
、
L
越

い
ル
妙
）
に

十
頭
が
県
か
ら
松
単
．
臨
辰
協
　
へ
送

ら
れ
た
。

　
こ
の
和
牛
は
鳥
、
取
県
東
伯
郡

倉
古
家
畜
市
場
か
ら
導
入
さ
れ

た
も
の
で
四
十
頭
の
．
平
均
価
格

は
六
万
七
予
八
百
円
、
十
一
日

糖
腱
協
へ
盃
し
た
・

栽
培
希
望
さ
か
ん

「
　
　
　
ノ

支
庁
と
タ
イ
ア
ツ
プ
し
て
栽
培

［
普
及
に
つ
と
め
て
き
た
が
、
九

．
月
十
日
、
町
役
場
産
業
経
済
係

で
申
込
の
集
計
を
発
表
し
た
部

藷
別
内
窪
つ
ぎ
の
と
お
り
．

『
　
　
　
　
（
単
位
ア
ー
ル
）

㎜
兎
口
四
五
、
光
問
四
〇
、
新

㎜
山
四
〇
、
水
梨
二
〇
、
小
谷
一

一
三
五
芙
荒
戸
四
q
下
川
手

二
。
～
川
圭
○
蕩
豊

ー
＆
呂
…
量
乙
㌣
ム
7
』
二
…
言
噂
ム
リ
7
晶
▼
■
三
＝
＝
，
閣
，
ら
，
・

秋
祭
り
を
全
町
同
じ
日
に

　
　
　
　
　
湯
本
　
高
沢
治
郎

　
秋
祭
り
が
各
部
落
毎
に
バ
ラ

バ
ラ
に
行
わ
れ
て
い
る
よ
う
で

す
。　
農
休
日
と
同
じ
い
よ
う
に
全

町
同
じ
日
に
き
め
た
ら
ど
う
で

し
よ
う
。
私
は
九
月
の
十
．
五
日

が
よ
い
と
田
心
つ
て
い
ま
す
、
か
、

お
答
え

　
以
前
新
生
活
運
動
の
話
し
合

い
の
席
L
で
話
し
ま
し
た
と
き

に
は
異
論
も
あ
り
ま
し
た
が
、

農
休
日
の
一
本
化
と
共
に
検
討

の
必
．
川
ズ
が
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま

す
の
で
、
つ
ぎ
の
部
落
総
代
会

に
提
案
し
て
協
議
し
て
い
た
だ

く
こ
と
に
し
ま
す
。

　
耕
作
申
込
者
は
本
年
度
中
に

集
会
し
タ
バ
コ
耕
作
組
合
を
設

立
し
役
員
の
選
任
、
出
荷
価
格

な
ど
に
つ
い
て
事
前
協
議
す
る

こ
と
に
な
ろ
う
っ

　
問
題
は
、
現
在
の
申
込
者
が

そ
の
ま
ま
欠
け
ず
に
来
春
作
付

を
や
つ
て
く
れ
る
か
ど
う
か
、

労
力
不
足
に
悩
む
昨
今
の
状
況

下
で
稲
作
と
両
立
さ
せ
う
る
道
一

は
、
労
力
配
分
を
勘
案
し
た
計

、

画
栽
培
で
な
い
と
う
ま
く
ゆ
か

一
Q
、
湯
本
二
五
　
天
水
越
一
〇

一
天
水
島
一
三
〇
、
藤
倉
一
〇
〇

一
　
～
、

諜
一
．
⊂
幽
池
δ
、
下

［
鯛
池
一
〇
、
．
五
十
チ
平
説
○
、

一
坪
野
九
五
、
赤
倉
一
．
一
〇
、
藤
原

八
○
、
曾
根
三
〇
、
新
田
五
〇

崩
田
二
〇
、
北
浦
田
四
〇
、
黒

倉
二
〇
．
五
、
合
計
一
、
一
四
五

　
栽
培
技
術
は
明
俸
、
新
井
専

・
売
公
社
出
張
所
か
ら
技
術
員
が

私
代
と
松
之
嵩
町
に
茗
配

冊
さ
れ
て
指
導
を
行
な
う
Q

亭
三
…
＝
＝
ま
マ
も
三
三
…
騨
？
る
」
マ
三
…
誓
・
臨
亨
・

　
　
　
　
　
　
丘
ハ
衛

　
本
年
は
時
期
的
に
間
に
合
い

か
ね
ま
す
の
で
ご
了
承
ド
さ
い

（
公
民
舘
、
新
生
活
運
動
協
議

会
）
　
　
　
　
×

雪
中
の
バ
ス
を
必
ず

　
　
　
　
猪
…
の
名
　
琉
磁
沢
和
．
弔
，

　
こ
の
頃
私
は
、
明
年
一
月
の
．

山
ハ
日
凶
ハ
士
び
で
バ
ス
ら
乞
冒
麹
…
す
・
の
潔
κ
．

と
い
う
話
を
聞
き
ま
し
た
e

　
か
り
に
一
月
の
は
じ
め
ま
で

で
あ
る
と
し
て
も
雪
の
中
を
通
、

し
抜
く
と
す
れ
ば
松
之
山
発
展

へ
の
極
め
て
音
心
義
あ
る
什
…
骸
だ

と
思
い
ま
す
。

　
ハ
ツ
タ
リ
で
は
な
い
の
で
し

よ
う
ね
。
是
非
実
現
で
き
る
よ

う
お
願
い
し
た
い
も
の
で
す
。

お
答
え

　
本
紙
別
項
の
記
事
に
よ
つ
て

ご
承
知
下
さ
い
。
何
分
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
（
観
光
係
）

到’～り～一’＾一1尾

1町脚場i

！　　　l
魑塾、i

固
定
資
産
の
評
価
が
え
で

税
額
は
上
ら
な
い
か

　
　
　
　
　
3
8
才
　
農

芯
隅
号
の
「
，
松
之
山
」
で
、

．
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
秋
の
保
育
所
は
じ

　
ま
る

　
秋
の
季
節
保
育
所
は
町
内
六

ヵ
所
で
九
月
二
十
三
日
か
ら
開

設
さ
れ
る
。

　
園
児
数
二
百
九
十
人
で
、
保

得
十
三
名
は
高
校
生
が
ほ
と
ん

ど
で
あ
る
が
、
既
に
九
月
二
日

保
母
講
羽
口
を
受
講
し
、
開
園
を

ま
つ
て
い
る
Q

養
蚕
モ
デ
ル
地
区
大
荒
戸
て

①
．

定
資
産
の
評
価
力
え
を
行
う
と

　
養
蚕
近
代
化
の
モ
デ
ル
地
区
．

が
大
荒
戸
に
で
ぎ
た
。

　
高
沢
利
正
さ
ん
ほ
か
五
名
の

農
家
が
、
協
業
で
二
・
ニ
ヘ
ク

　
　
O
，
9
二
輌
＝
≡
驚
6
7
畠
7
三
一
＝
誓
D
．
亨
ム
『
三
三
＝
1

　
　
い
う
こ
と
を
知
り
ま
し
た
が
、

　
　
物
価
高
の
昨
今
、
売
冗
実
例
価

　
　
格
を
も
と
に
評
価
す
る
こ
と
は

　
　
一
結
果
的
に
税
額
が
上
る
の
で
は

　
　
な
い
か
。

　
　
お
答
え

　
　
　
評
価
が
え
で
税
額
が
上
が
ら

　
　
な
い
か
と
一
ム
う
警
で
す
が
、
改

　
　
正
．
の
主
目
的
は
前
回
も
述
べ
ま

　
　
し
た
が
、
資
産
問
の
価
格
の
均

　
　
『
衡
を
保
つ
た
め
の
も
の
で
あ
る

　
　
の
で
、
評
価
額
が
上
が
つ
て
も

　
　
税
額
は
評
価
が
え
で
上
が
る
と

　
　
云
う
事
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
た
だ
し
ご
質
問
に
も
あ
り
ま
し

　
　
た
が
、
物
価
の
上
昇
と
共
に
税

　
　
も
年
々
多
く
な
つ
て
行
く
事
は

　
　
事
実
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
売
買
実
例
価
格
に
つ
い
て
も

　
へ

　
）

　
’

　
（
．

　
～

　
一

ρ
・
ご
9

ρ
2
F業

　
樋

　
タ
ー
ル
の
桑
園
を
造
成
し
て
行

　
う
も
の
で
あ
る
。

　
　
掃
立
は
昭
和
三
十
九
年
の
春

　
、
蚕
か
ら
行
わ
れ
る
が
、
鉄
骨
に

　
よ
る
組
立
ハ
ウ
ス
で
、
年
三
圓

　
七
百
五
十
グ
ラ
ム
を
飼
育
で
き

　
る
o

　
　
こ
の
事
業
費
は
百
、
五
十
四
万

う
ずす
．　
五
千
円
で
、
県
補
助
は
四
〇
％

写　
の
六
十
万
九
千
円
が
変
付
さ
れ

君一　
．
る
。

成ロ
一　
　
松
之
川
部
落
で

小
　
　
簡
易
水
道
を

りか稲

　
松
之
山
部
落
で
簡
易
水
道
を

施
設
し
よ
う
と
い
う
計
画
が
本

決
ま
り
と
な
り
、
関
係
調
査
が

す
す
め
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
の
水
道
は
水
源
か
ら
配
水

位
置
ま
で
約
千
四
百
米
で
、
給

水
人
口
約
千
人
、
松
之
山
部
落
…

全
世
帯
と
学
校
、
官
公
舎
な
ど

・
約
百
ヵ
所
に
配
水
さ
れ
る
こ
と

に
な
る
。

　
総
工
費
は
約
九
百
万
円
で
、

町
営
松
之
山
簡
易
水
道
と
し
て
、

来
春
雪
消
え
を
ま
つ
て
着
工
さ

れ
る
予
定
で
あ
る
。

一
一
？
轟
〒
・
三
＝
＝
＝
三
7
畠
り
も
三
＝
…
二
胴
：
幽
『
三
蜀

地
域
又
は
売
主
、
買
主
の
そ
れ

ぞ
れ
の
状
態
に
よ
り
ま
す
の
で

そ
れ
を
即
に
適
正
な
時
価
と
す

一る
喜
は
出
来
な
い
わ
け
で
、
検

討
を
要
す
る
問
題
と
思
い
ま
す

一　こ
れ
ら
評
価
の
事
に
つ
い
て

九
月
中
旬
頃
区
長
さ
ん
か
ら
お

集
り
頂
き
御
相
談
申
し
上
げ
る

考
え
で
す
。

　
尚
参
考
迄
に
申
し
添
え
ま
す

と
現
在
の
町
の
税
収
の
う
ち
、

固
定
資
産
税
は
五
四
・
九
％
、

町
民
税
二
七
・
八
％
で
固
定
資

一
雛
融
薪
鞍

も
再
評
価
に
つ
い
て
特
段
の
協

力
と
関
心
を
も
た
れ
る
よ
う
に

お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
（
税
務
課
）

「
注
」
町
営
簡
易
水
道
に
対

し
て
は
総
工
費
の
二
五
％
国

庫
補
助
、
起
債
五
〇
％
（
二

十
五
年
償
還
）
が
認
め
ら
れ

て
い
る
。

地
一
兀
部
落
の
苦
労
実
る

　
　
　
　
町
道
、
農
道
つ
ぎ
つ
ぎ
と
完
工

　
今
春
以
来
町
内
全
地
域
で
、

着
．
1
、
さ
れ
て
き
た
、
町
道
及
び

農
道
整
備
工
事
は
、
大
、
小
併

せ
て
百
五
十
件
に
の
ぽ
つ
て
い

T
る
が
、
そ
の
う
ち
・
、
L
な
も
の
は

つ
ぎ
の
と
お
り
一
で
あ
る
。
い
．
、
つ

｝
れ
も
地
．
兀
部
落
の
労
η
面
、
金

一
銭
面
で
の
な
み
な
み
な
ら
ぬ
苫

労
が
し
の
ば
れ
る
し

∩
町
道
中
尾
部
落
内
二
．
六
米

　
四
〇
万
円
、
九
月
二
十
目
完

　
工
．
．
・
r
定
い

②
天
水
越
前
田
用
水
頭
首
．
i
．
二

　
一
八
万
円
へ
県
補
助
四
十
七
．

　
万
円
）
八
月
八
日
完
．
ー
。

・
③
天
水
越
提
道
金
畑
線
七
〇
三
．

』　
米
、
壬
一
二
万
円
（
県
補
助

婦
人
消
防
隊
初
出
動

松
之
山
町
消
防
団
の
秋
季
連

合
演
習
は
九
月
二
日
松
之
山
小

学
校
で
行
わ
れ
た
。

［　
こ
の
日
婦
人
消
防
隊
員
，
五
十

一
名
が
初
出
動
、
紺
の
制
服
籍

一
姿
で
、
規
律
訓
・

一
練
及
び
分
列
行

『進
に
参
加
、
精

一
彩
を
添
え
た
。

　
貯
水
地
の
都

合
で
放
水
演
習

葦9

ず
午
前

十
一
時
に
終
了

席
上
、
つ
ぎ
の

方
々
に
・
氷
年
勤

続
功
労
者
と
し

て
表
彰
状
と
記

念
品
が
贈
ら
れ
、

た
。
　
三
十
年
以
上

勤
続
、
新
山
山

岸
長
佐
久
、
二

十
年
以
上
勤
続
、

中
尾
高
橋
平
八
郎
、
湯
本
高
橋

和
男
、
十
年
以
上
勤
続
松
之
山

田
辺
一
夫
ほ
か
百
八
十
二
名
。

　
（
写
真
は
行
進
す
る
婦
人
消

　
防
隊
）

　
四
六
万
円
）
九
月
末
日
完
了

　
予
定
。

①
黒
倉
農
道
小
屋
場
線
四
〇
〇

　
米
、
八
一
万
円
（
県
補
助
一

　
六
万
円
）
八
月
三
十
一
日
完

　
了
。

、
ω
湯
本
索
道
七
五
〇
米
、
三
九

　
万
円
（
県
補
助
二
一
万
円
）

　
九
月
上
旬
完
了
予
定
。

以
上
ω
～
⑤
ほ
県
単
骸
業
に
よ

る
も
の
。

⑥
松
之
山
農
道
格
子
原
線
二
〇

　
〇
米
、
六
四
万
円
、
八
月
二

　
十
七
日
ウ
兀
了
。

⑦
湯
の
島
農
道
離
山
線
一
八
O

　
米
、
八
四
万
円
、
八
月
二
十

　
日
古
兀
了
Q

⑨
黒
倉
農
道
地
付
線
六
六
〇
米

　
一
八
万
円
、
八
月
三
日
完

了
。
以
上
④
～
⑧
は
農
林
漁
業
資
金

に
よ
る
融
資
事
業
で
あ
る
。

　
中
学
校
統
合
状
況

　
視
察

　
九
月
七
日
松
之
山
町
教
育
委

一
員
会
、
各
学
校
P
T
A
役
員
約

．
五
十
名
は
、
貸
切
バ
ス
で
西
頸

綴
龍
鋳
中
学
校
の
統
合
状

τ
況
を
視
察
し
夕
方
帰
町
し
た
。

鈴

木
医
師
着
任

当
分
高
校
寄
宿
舎
で

　
か
ね
て
か
ら
医
師
一
名
増
員

計
画
中
で
あ
つ
た
が
、
九
月
一

日
、
鈴
木
繁
先
生
（
棄
）
閥
家

・
族
三
人
韮
が
着
任
さ
れ
た
。

　
先
生
は
宮
城
県
の
出
身
で
東

京
大
学
附
属
．
医
学
専
門
部
卒
業

後
長
野
県
の
富
士
里
診
療
所
で

勤
務
さ
れ
て
い
た
。
産
婦
人
科

外
科
ほ
か
一
般
を
診
療
さ
れ
る

が
、
．
九
月
十
五
日
頃
か
ら
当
分

の
間
、
診
療
所
改
造
の
た
め
高

校
の
寄
宿
舎
を
仮
診
療
所
と
し

て
開
設
す
る
。

　
　
　
　
（
写
真
は
鈴
木
医
師
）

九
月
定
例
議
△
試

　
九
月
の
町
定
例
議
会
は
月
末

頃
開
会
さ
れ
る
が
、
主
な
議
題

は
一
般
会
計
追
加
予
算
、
及
び

へ
ん
地
振
興
法
に
も
と
づ
く
町

の
振
興
計
．
画
を
審
議
す
る
予
定

で
あ
る
。

　
へ
ん
地
振
興
法
と
は
昭
和
三

十
七
年
八
月
に
施
行
さ
れ
た
も

の
で
、
本
町
で
は
松
之
山
小
学

校
区
域
を
除
く
全
地
域
が
対
象

と
な
り
、
町
道
整
備
、
簡
易
水

道
、
学
校
寄
宿
舎
、
通
学
バ
ス

診
療
施
設
事
業
な
ど
、
町
費
負

担
分
に
対
す
る
起
債
を
五
力
年

問
に
亘
つ
て
認
め
よ
う
と
い
う

も
の
で
あ
り
、
又
こ
の
事
業
に

対
し
て
は
若
干
の
地
方
交
付
税

も
附
加
さ
れ
る
こ
と
に
な
つ
て

い
る
Q

火の用心
　　いよいよ農繁期です火の元には

　　充分御注意願います

松之山町消防団
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取
り
入
れ
そ
し
て
出
稼
へ

　
　
　
　
　
　
松
之
山
の
人
か
ら
是
非
と
手
紙
も

出
稼
季
を
控
え
て
七
日
職
業
係
へ
宛
て
て
「
お
隣
り
の
工
場
で
実
に
良
く
働
く
青
年
が
い
た

の
で
問
い
合
せ
た
と
こ
ろ
越
後
の
松
之
山
か
ら
、
と
い
う
話
で
し
た
。
私
の
店
へ
も
松
之
山

の
人
を
是
非
ほ
し
い
、
ご
心
配
願
え
な
い
か
」
と
い
う
手
紙
が
舞
い
こ
ん
だ
。
こ
ん
な
こ
と

は
珍
し
く
な
い
と
い
う
。
嬉
し
い
話
題
で
あ
る
。

つ
ぎ
に
大
所
の
求
人
第
一
報
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
出
稼
は
出
来
る
だ
け
安
定
所
を
通
し
て

や
つ
て
下
さ
い
。
約
束
不
履
行
で
も
泣
寝
入
り
の
な
い
よ
5
に

報第内案人求

　
固
定
資
産
評
価

　
が
え
の
説
明
会

　
固
定
資
産
の
評
価
が
え
の
た

め
の
現
地
調
査
は
九
月
の
末
か

ら
着
手
さ
れ
る
が
、
こ
れ
に
先

立
つ
て
十
二
日
か
ら
三
日
間
各

農
協
区
域
毎
に
、
部
落
長
な
ら

び
に
農
家
組
合
長
合
同
会
議
を

開
き
、
評
価
作
業
の
大
要
説
明

と
協
力
方
を
要
請
す
る
。

期　問

0～3月末

0～4月半

0～3月末

0～4月末

1～4月末

1～4月末

1～4月半

11～4月

ll～4月

11～4月

11～4月

“～4月

職種1求人数1年令ト給

紡績工i女5h6～251日

給　　　与

日給450円
月15才で
　1万5百円
日給385円

日給410円
月収25千円

月収？8千円

月収21千円

25～34千円

M～托千円

15～18千円

15～19千円

3万円以上

15～25

16～50

15～？5

18～50

18～40

18～45

18～45

16～25

16～30

16～30

18～45

女15

女10

女30

〃
　
　
〃
　
　
〃

採炭夫i男30

　”　　男30

　”　　男50

　”　　男30

工員劉
　“　1男20
　　　　女15

　”　　男50

採炭夫　男50

老人求

↑
績
場
織
場
鉱
所
所
鉱
刷
　
刷

紡
工
毛
酔
黛
炭
印
獅

　
　
田
　
鮎
　
鉱
鉱
　
本
。
イ

皿
州
噸
栄
輸
森
峨
谷
本
誰
タ

尾
東
共
日
萩
若
古
関
牧
東

販
鉱

教

和炭
日
興

一
月
七
日
ま
で
無
雪
道
路
を

　
八
月
十
七
日
開
か
れ
た
観
光

協
会
理
事
会
で
は
無
雪
道
路
実

現
の
具
体
策
な
ど
に
つ
い
て
協

議
し
た
。

　
こ
と
に
無
雪
道
路
の
こ
と
に

つ
い
て
は
来
年
一
月
七
目
（
第

一
週
）
ま
で
は
必
ず
バ
ス
の
交

一
通
を
確
保
す
る
と
い
う
前
提
で

　
『
具
体
策
を
検
討
し
た
。

　
日
本
一
の
豪
雪
地
の
正
月
に
、

バ
ス
を
通
す
と
い
う
町
民
の
久

し
い
夢
が
い
よ
い
よ
実
現
す
る

こ
と
に
な
る
わ
け
で
、
ひ
と
り

松
之
山
町
だ
け
で
な
く
各
方
面

か
ら
強
く
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
と
に
こ
れ
が
実
現
す
れ
ば

千
人
を
超
え
る
出
稼
者
の
正
月

帰
省
も
可
能
に
な
り
、
温
泉
客

も
相
当
誘
致
で
き
る
の
で
は
な

一
3
亀
『
3
3
監
＝
3
；
一
一
二
3
二
＝
9
『
亀
；
3
＝
一
3
2
＝
一
＝
一
字
亀
＝
3
＝
一
曹
．
＝
＝
監
二
2
乙
＝
3
『
＝
一
』
『
轟
＝
3
＝
＝
二
一
＝
9
雪
一
一
＝
＝
二
3
．
3
＝
2
．
薗
一
＝
3
●
；
7
＝
＝
＝
二
胸
＝
一
雪
3
3
＝
＝
一
τ

（その2）

農地あらましの信託制度

　
　
　
　
■
瓢

　
農
地
等
信
託
規
定
の
概
要
を

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　
一
、
信
託
目
的
と
期
間
に
つ

　
い
て

①
貸
付
叉
は
売
渡
し
の
相
手
方

を
指
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

②
小
作
地
の
信
託
は
自
作
地
と

あ
わ
せ
て
す
る
場
合
以
外
は
で

き
な
い
③
創
設
地
は
貸
付
を
月

的
と
す
る
信
託
は
で
き
な
い

④
貸
付
信
託
の
期
間
は
六
年
以

上
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
二
、
信
託
財
産
に
つ
い
て

信
託
財
産
は
組
合
地
区
内
に
所

在
す
る
田
、
畑
、
採
草
地
お
よ

び
農
業
用
施
設
と
す
る
。

　
三
、
信
託
契
約
と
費
用
に
つ

　
い
て

①
信
託
約
款
に
よ
つ
て
一
筆
毎

に
締
結
す
る
が
、
同
種
、
同
目

的
、
同
条
件
の
も
の
は
包
括
契

約
す
る
こ
と
が
で
き
る
②
組
合

は
受
益
者
か
ら
実
費
と
し
て
公

租
公
課
、
修
繕
費
等
に
要
す
る

金
額
を
小
作
料
又
は
売
渡
代
金

か
ら
差
引
き
ま
す
。

　
四
、
信
託
財
産
の
貸
付
又
は

　
売
渡
に
つ
い
て

①
公
告
し
て
組
合
員
よ
り
希
望

い
か
と
当
局
は
．
張
り
切
つ
て
い

る
Q　
し
か
し
資
金
も
相
当
必
要
な

の
で
、
商
工
会
は
じ
め
町
民
各

位
の
理
解
あ
る
援
助
を
お
願
い

す
る
こ
と
に
な
つ
た
。

佐
藤
会
長
は

　
「
な
に
ぶ
ん
に
も
は
じ
め
て

　
の
仕
事
な
の
で
、
必
要
な
除

　
雪
機
械
は
各
方
面
の
ご
協
力

　
を
仰
い
で
万
全
を
期
し
た
い

こ
と
に
つ
い
て
は
、
町
最
各

位
か
ら
特
段
の
ご
協
力
奄
お

願
い
し
ま
す
」

　
土
木
委
員
会
の
巡
親

町
議
会
土
木
委
員
会
の
府
道

と
思
っ
て
い
ま
す
。
資
拳
の
・
が
て
緬
羊
が
安
く
な
り
経
済
状

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

補
修
出
来
高
調
査
は
十
二
詠
か

ら
三
日
間
に
亘
り
行
わ
れ
涛
Q

県
立
自
然
公
園

調
査
に
来
町

　
松
之
山
温
泉
を
中
心
に
、
大

松
山
、
鏡
力
池
附
近
は
県
立
自

然
公
園
に
指
定
さ
れ
て
い
る
が

　
更
に
同
地
域
内
に
お
け
る
施

設
重
点
地
区
を
定
め
る
た
繊
、

十
二
日
県
観
光
課
か
ら
実
地
調

査
の
た
め
、
技
師
二
名
が
来
町

す
る
。

　
尚
当
局
で
は
大
厳
寺
原
牧
場

一
帯
も
県
立
自
然
公
園
に
追
加

指
定
す
る
よ
う
県
に
働
き
か
け

τ
こ
と
に
な
つ
て
い
る
．

者
を
公
募
し
て
適
格
者
に
貸
付

け
又
は
売
渡
し
ま
す
ω
適
格
者

の
選
定
は
希
望
者
の
経
営
規
模

経
営
状
況
、
経
営
能
力
等
を
総

合
勘
案
し
て
選
定
し
ま
す
が
具

体
的
に
は
農
業
委
員
会
の
意
見

を
充
分
聞
い
て
理
事
会
に
お
い

て
決
定
い
た
し
ま
す
①
貸
付
契

約
の
内
容
は
一
般
小
作
契
約
の

指
導
方
針
に
従
つ
て
い
た
だ
き
．

ま
す
④
売
渡
信
託
は
委
托
者
の

指
値
を
認
め
る
が
適
正
の
価
額

で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
五
、
信
託
契
約
の
変
更
及
び

　
解
除
に
つ
い
て

貸
付
信
託
に
あ
つ
て
は
委
托
者

が
そ
の
目
的
を
売
渡
に
変
更
し

又
は
信
託
期
間
を
延
長
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

（
次
号
は
「
農
業
法
人
」
に
つ

い
て
御
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
）

牛

の
若
令
肥
育
で

ク
ジ
引
き
で
き
め
た
出
稼
の
居
残
り

［中原開拓部落】

い
と
い
や
が
る
と
思
う
し
、

れ
ま
で
に
早
く
充
実
し
た
自
信

の
持
て
る
農
業
経
営
に
し
な
く

て
は
な
ら
な
い
と
思
つ
て
い
ま

．
す
」
と
中
原
開
拓
組
合
長
の
小

見
さ
ん
は
地
道
な
口
調
で
話
す

　
昭
和
二
三
年
の
九
月
に
十
戸

が
入
植
し
た
。
苦
労
と
貧
困
の

連
続
の
中
で
二
戸
は
転
出
し
一

戸
が
入
植
し
て
い
た
。

　
昭
和
三
十
年
に
耕
地
を
個
人
，

・
毎
に
分
配
し
現
在
で
は
一
戸
当

り
田
五
反
八
畝
、
畑
一
反
九
畝

で
や
や
松
之
山
町
平
均
面
積
を

所
有
す
る
農
家
と
な
つ
た
。

　
一
九
六
〇
年
の
農
業
セ
ン
サ

ス
に
よ
る
と
農
産
物
販
売
額
の

「
入
植
し
て
か

ら
生
ま
れ
た
子

供
が
来
年
中
学

を
出
る
が
、
家

自
体
が
将
来
子

供
達
が
農
業
の

出
来
る
よ
う
な

希
望
の
も
て
る

経
営
規
模
で
な

　
　
　
　
　
そ

戸
平
均
は
九
万
円
で
あ
る
。

浦
田
地
区
平
均
十
三
万
六
千
円

に
比
べ
れ
ば
ま
だ
ま
だ
低
い
。

　
自
信
の
も
て
る

　
経
営
に

　
「
昭
和
三
十
二
年
に
上
越
支

　
庁
か
ら
こ
ら
れ
て
色
々
ご
調

　
査
さ
れ
理
想
的
な
計
画
を
さ

　
れ
た
が
、
現
在
で
は
実
た
狂
困

　
難
な
状
況
で
す
。
玉
葱
が
ま

　
い
か
ら
玉
葱
を
、
ニ
ン
ニ
ク

　
を
コ
ン
ニ
ヤ
ク
を
と
、
ど
れ

　
一
つ
と
し
て
実
を
結
ば
な
か

　
つ
た
」

と
い
う
。
あ
れ
を
や
り
こ
れ
を

や
り
結
局
未
償
還
金
が
累
積
し

戸
当
り
二
十
万
か
ら
三
十
万
円

と
な
つ
て
い
る
と
い
う
Q

　
「
，
自
信
の
な
い
農
業
経
営
が

　
一
番
困
り
ま
す
ね
」

　
や
は
り
牛
、
夏
の

　
サ
イ
ロ
を

　
妻
島
さ
ん
は

　
最
初
こ
こ
に
入
つ
た
時
牛
を

入
れ
次
に
緬
羊
を
入
れ
た
。
や

勢
で
牛
も
ヒ
ン
が
ボ
と
な
つ
た

　
し
か
し
牛
で
は
損
し
て
い
な

い
と
思
う
。
こ
れ
は
一
つ
の
段

階
で
あ
る
と
私
は
思
つ
て
い
る

　
ま
だ
飼
料
問
題
も
残
つ
て
い
■

る
が
、
経
済
状
態
を
よ
く
す
る

の
は
や
は
り
牛
だ
と
思
う
。
そ

し
て
こ
の
た
め
に
は
「
農
繁
期

－
に
は
ど
う
し
て
も
手
不
足
と
な

る
の
で
家
畜
ま
で
は
手
が
行
き

と
ど
か
ず
今
考
え
て
い
る
の
が

こ
の
期
間
に
与
え
る
サ
イ
レ
ー

ジ
で
、

餐
．

肋

で
は
許
さ
れ
な
い
の
だ
ろ
う
。

　
つ
ぎ
は
消
費
と
価
格
で
あ
る

　
都
市
世
帯
当
り
消
費
量
は

　
　
　
　
（
単
位
百
グ
ラ
ム
）

　
　
　
　
　
　
牛
　
　
豚

昭
和
三
一
年
七
・
六
三
・
三

こ
れ
が
出
来
れ
ば
大
変
費
量
、 〃

三
三
年
七
・
五
四
・
二

〃
三
五
年
七
・
八
三
・
五

　
農
村
キ
ロ
当
り
価
格

　
昭
和
三
一
年
　
コ
ニ
四
円

　
〃
三
三
年
　
一
四
四
円

　
〃
三
五
年
　
二
八
七
円

以
上
で
お
わ
か
り
の
よ
う
に
消

　
　
　
価
格
と
も
に
着
実
な
上

手
が
は
ぶ
け
る
し
、
牛
を
ヤ
セ

さ
せ
な
い
で
済
む
。
叉
草
の
枯

れ
始
め
る
十
月
頃
に
青
刈
り
キ

ビ
を
作
つ
て
お
い
て
与
え
ら
れ

蟄
縁
そ
こ
ま
で
噸
る

　
牛
の
こ
と
に
つ
い
て
農
林
省

発
行
の
「
農
業
観
測
」
か
ら
拾

つ
て
み
れ
ば
、

　
和
牛
の
飼
育
率
は
（
二
五
～

二
七
年
を
百
）

　
　
　
　
　
　
全
国
　
　
町

昭
和
一
三
年
二
九
一
四
二

〃
三
三
年
一
〇
八
一
四
六

〃
三
六
年
一
〇
三
一
五
四

で
全
国
的
に
は
減
つ
て
町
で
は

増
え
て
い
る
。
島
根
県
で
も
そ

う
で
あ
る
よ
う
に
山
間
の
僻
地

で
部
分
的
に
増
加
し
て
い
る
の

で
あ
る
。
高
度
の
成
長
政
策
は

牛
を
肥
育
す
る
な
ど
と
い
う
原

始
的
な
手
段
は
こ
の
地
帯
以
外

業
経
営
の
実
情
で
は
、

と
が
一
層
利
益
を
上
げ
う
る
と

い
う
こ
と
で
な
く
て
、
そ
う
し

て
没
落
を
の
が
れ
よ
う
と
い
う

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
、
ひ
と

り
中
原
だ
け
で
は
な
い
。

ま
た
小
見
さ
ん
は

　
』
－
と
に
か
く
若
令
和
牛
の
肥

　
育
と
稲
作
が
今
行
な
う
こ
と

　
の
で
き
る
計
画
で
は
な
か
ろ

　
う
か
」

し
か
し
何
を
始
め
る
に
も
先
に

考
え
ら
れ
る
の
が
資
金
で
あ
る

　
長
期
低
利
資
金

　
を
ほ
し
い

　
「
融
資
に
は
三
年
、
五
年
、

長
期
と
あ
る
が
、
サ
イ
ロ
の
設

置
は
五
ケ
年
間
に
返
済
し
な
く

て
は
な
ら
な
い
の
で
、
や
や
も

す
る
と
生
活
に
追
わ
れ
返
金
で

ぎ
な
い
状
態
と
な
り
、
結
局
こ

昇
を
続
け
て
い

る
わ
け
で
、
昨

年
は
四
千
八
百

ト
ン
が
輸
入
さ

れ
て
い
る
。
資

本
主
義
経
済
制

度
の
中
で
、
牛

だ
け
が
特
異
に

い
い
と
い
う
条

件
は
持
続
し
ま

い
。
　
し
か
し
経
営

の
改
善
の
た
め

に
ほ
か
に
な
に

が
あ
る
だ
ろ
う

か
Q
　
共
同
し
て
と

い
う
声
も
聞
く

が
、
現
在
の
農

　
　
　
そ
の
こ

写
真
は
深
糎
峠
か
ら
中
原
部
落

を
写
す
（
樋
ロ
哲
男
君
提
供
）

れ
が
計
画
を
後
退
さ
せ
る
こ
と

に
な
る
」

　
出
稼
ぎ
と
ク
ジ

　
引
き

　
妻
島
さ
ん
は
深
刻
な
表
状
で

「
出
稼
ぎ
は
籔
引
き
で
二
人
だ

け
部
落
に
残
る
こ
と
に
な
つ
て

い
た
が
、
そ
れ
が
昨
年
に
し
て

マ
ず
旨
、
全
員
出
稼
ぎ
と

い
う
事
に
な
つ
た
。
そ
れ
に
は

問
題
が
あ
る
、
何
故
残
ら
な
く

て
は
な
ら
な
か
つ
た
の
か
、
そ

の
問
題
か
ら
先
に
解
決
し
、
こ

の
立
場
を
い
か
に
し
て
き
り
ぬ

け
て
行
く
か
、
こ
の
こ
と
は
借

一
入
金
を
返
済
す
る
な
ど
の
問
題

よ
り
大
切
な
の
で
あ
る
。
一
家

の
主
が
年
間
収
入
の
大
半
を
し

め
る
出
稼
ぎ
、
そ
れ
を
単
に
籔

河
蓼
か
た
ず
け
て
し
ま
つ
て

残
つ
た
二
世
帯
の
生
活
を
一
体

誰
が
保
障
し
て
く
れ
る
で
し
よ

う
」
　
単
に
こ
の
部
落
だ
け
の
問
題

で
な
く
、
広
く
共
通
し
た
社
会

的
な
問
題
で
あ
ろ
う
。

　
ま
だ
ま
だ
広
い

　
可
耕
地

　
中
原
は
標
高
五
六
〇
3
八
○

メ
！
ト
ル
で
あ
る
が
、
可
耕
地

一
は
ま
だ
ま
だ
広
い
。
や
り
よ
う

一
に
よ
つ
て
は
い
く
ら
で
も
発
展

一
で
き
る
土
地
だ
と
筒
の
意
気

一一
は
盛
ん
で
あ
る
。

一　小
見
さ
ん
は
「
こ
こ
ま
で
き

て
自
分
だ
け
の
開
拓
で
終
る
の

は
困
る
、
子
供
達
に
は
い
つ
も

離
農
し
て
プ
ラ
ス
に
な
る
事
は

な
い
の
だ
か
ら
と
聞
か
せ
て
い

τ
す
」

　
昨
年
全
国
開
拓
婦
人
部
の
支

部
が
で
き
た
。
来
年
は
ア
サ
ズ

キ
を
共
同
出
荷
し
た
い
と
話
し

合
つ
て
い
る
と
い
う
Q

　
中
原
部
落
は
い
ろ
い
ろ
な
意

味
で
ま
だ
ま
だ
若
い
。
憂
慮
し

熱
し
な
が
匙
着
実
髪

い
て
ゆ
く
だ
ろ
う
Q

　
深
坂
峠
か
ら
の
ぞ
む
こ
の
部

落
は
な
だ
ら
か
な
傾
斜
い
つ
ば

蘭
水
禦
作
付
真
い
ま

・
出
揃
つ
た
穂
波
は
、
こ
こ
に
生

『
活
す
る
九
戸
四
十
人
の
人
々
を

一
つ
つ
ん
で
静
か
で
あ
る
Q

9月1日～30日は『自転車

防犯登録促進月間』です

盗難予防、乗り違いの発見

に非常に役立つています。

登録は最寄の自転車店で

いつでも受けられます。

手数料は30円です。

安塚警察署松之山巡査部長派出所
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土
地
家
屋
の
異
動
は

　
　
　
　
新
潟
地
方
法
務
局
松
之
山
出
張
所

皆
さ
ん
自
分
の
財
産
は
常
に
公
簿
と
現
況
と
一
致
し
て

お
り
ま
す
か
。

現
況
と
公
簿
と
が
一
致
し
て
お
り
ま
す
と
、
財
産
管
理

上
大
変
便
利
な
上
、
い
ろ
い
ろ
面
倒
な
土
地
や
家
屋
の

争
い
も
生
ず
る
こ
と
が
な
い
で
し
よ
う
。

土
地
や
家
屋
に
異
動
が
生
じ
ま
し
た
ら
忘
れ
ず
に
登
記

所
へ
申
告
し
て
下
さ
い
。
手
続
き
な
ど
不
明
の
こ
と
に

つ
い
て
は
い
つ
で
も
登
記
所
へ
相
談
し
て
下
さ
い
。
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